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       袋井市財政部財政課長 

  

  

設計違算の判明について 

  

 令和４年５月 26 日に実施した建設工事入札について下記のとおり設計違算が

判明しました。 

設計違算の詳細な内容及び修正結果については、別紙「設計違算の対応につ

いて」をご覧ください。 

 

記 

 

１ 入札番号、工事名 

 第 26 号 令和４年度 市道上区 32 号線舗装工事  

 

２ 開札日 

  令和４年５月 26 日 

 

３ 違算の内容 

  設計違算の詳細は別紙のとおりです。 

  違算修正結果を反映し、入札手続きを再開し落札決定を行います。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙 

 

設計違算の対応について  
 

１  入札番号  第 26 号 

２  工事名   令和４年度 市道上区 32 号線舗装工事  

３   疑義の内容  

題名  自由勾配側溝の材料単価等の設定について  

①  自由勾配側溝の材料単価すべてが高価な金額で計上されている。内訳書等には特

殊見積単価採用の表示はない。  

 

②  地覆（第 24 号表）の鉄筋（第 25 号表）で差筋補正が計算されていない。  

 

③  本工事と同じく、令和 4 年 4 月の単価適用の 5/19 開札の市道東同笠油山線（第 

二工区）道路改築工事（その 2）の As カッター汚泥処分費は令和 3 年度単価、今 

回は令和 4 年度単価を採用している。同じ適用月で単価が異なっている。  

  

４ 確認結果 

①  設計違算なし。入札中の質疑をうけ、見積積算である旨を回答済み。  

 

②  設計違算あり。第 25 号表「S8511 鉄筋工（太径鉄筋含）」について、補正係  

数が計算されていなかった。  

再計算によると、直接工事費は、 18,618,863 円から、 18,618,843 円と 20 円 

安価になった。 

 

③ 設計違算なし。対象工事は As カッター汚泥処分費は単価適用時期である令和４  

年４月時点の単価を採用している。  

 市道東同笠油山線（第二工区）道路改築工事（その 2）の単価に誤りがあった。 

単価修正をし、再確認した結果、処分量がわずかであり、予定価格等に変更は  

なかった。  

 

５    対応  

設計違算が判明した②の箇所について設計書を修正し、再積算を行い、落札者を

決定します。  

なお、再積算をした結果ですが、修正金額がわずかなため、予定価格、最低制限

価格とも当初の設計から変更はありません。  

 


